
届出日：　　　月　　　日（　　　曜日）

届出人 職名 氏名

□救急用品セット（体温計含む）　□緊急連絡用携帯電話　□ホイッスル

引率者 □下見をしましたか （※下見をしていない団体のハイキングは許可しませ
ん）
□当該コースでのハイキング経験者はいますか
□緊急時の体制を確認しましたか　□応急バッグを持ちましたか
□引率者間での連絡方法を確認しましたか
□参加者の健康状態を確認しましたか
□参加者へ注意事項（落石、浮石、雷など非常時の行動、給水、
　植物の採取、危険な動植物）の説明を行いましたか
□参加者へルートやマナー、ハイキングの仕方の説明を行いましたか
□天候の急変等、自然の家からの活動の中止に関する情報に従います

配慮 　参加者の中に、配慮を要する方はいませんか
□いない
□いる→対応（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

安 全 確 認

下記について了解しました（□にチェックを入れてください）

個人
装備

□服装　□雨具（カッパ）　□活動に適した靴　□水筒　□帽子
□タオル　□軍手　□防寒着　□リュックサック　□コースマップ

団体
装備

無 線 機 無線機の台数（　　　　　　　　）台       ※職員記入→No..

特 記 事 項

※行程図(地図)の添付や待機者連絡先など
　(行程図は、マーカーでをなぞった別紙マップを添付しても構いません)

待 機 者 数
名　（　引率者　　　　　名、参加者　　　　　名　）

引率者氏名　　　　　　　　　　　　　　　携帯電話

ハ イ キ ン グ 実 施 届

団 体 名

実 施 日 月　　　　　　日（　　　　曜日）

行 き 先 　　　ハイキング　：　亀山　　　・　お亀池周辺　・　曽爾高原展望コース

参 加 人 数

出 発 ・ 帰 所
時 刻

出発： 　　　　時　　　　分 到着： 　　　　時　　　　分

名　（　引率者　　　　　名、参加者　　　　　名　）

引率責任者氏名                                      携帯電話



亀山ハイキングの安全管理について 

 

亀山ハイキングを安心安全に行っていただくために以下の点を必ずご確認ください。 

内容については、学校・団体の引率者全員で共有してください。 

 

１． 実施判断について 

【実施できません】 

・降水量が 25ｍｍ以上 

・風速が毎秒 10m 以上 

・積雪１０㎝以上 

・大雨・大雪・暴風・暴風雪警報が発令されている場合 

・WBGT（暑さ指数）31 以上の場合（事務室から連絡します） 

※28 以上～３１未満は活動時間（コース）を短縮して実施 

 

   【直ちに活動を中止し、帰所してください】  

・活動中、雷鳴が聞こえた場合（自然の家事務室が確認した際は、無線で連絡を入れます） 

 

２． 持ち物について 

・参加者…十分な水分（スポーツ飲料等塩分を含むものが望ましいです） 

・指導者…【携帯推奨】体温計（39 度以上の場合は、救急対応が必要です）、 

経口補水液１L 以上、 

虫よけスプレー、虫刺され用軟膏など 

 

３． 出発から到着までの無線連絡について 

・事務室で無線機を借りてください。昨日使用した無線機は、借り直してください。 

・出発するタイミングで事務室に連絡を入れてください。 

  「〇〇学校です。今から亀山ハイキングに出発します。」 

・山頂等に到着したタイミングで事務室に連絡を入れてください。 

  「〇〇学校です。亀山の山頂付近に到着しました。昼食を食べた後で下山します(例)。」 

・下山するタイミングで事務室に連絡を入れてください。 

  「〇〇学校です。今から亀山の山頂から自然の家へ下山を開始します。」 

・帰所されたら、事務室に無線機を返却してください。 

（継続して無線機を使用する場合は、帰所連絡を事務室に入れてください）。 

「〇〇学校です。お亀池周辺まで全員下山しました。引き続き〇〇の活動に移ります。」 

 □ 確認しました 

 □ 確認しました 

 □ 確認しました 



※裏面もあります 
４． 活動途中の健康管理について 

・熱中症対策の救急セットを貸出することが可能です。 

 （体温計、急速冷却パック、冷感スプレー、冷却ジェルシート） 

・ハイキング活動中の給水用ウォータージャグを貸出することが可能です。 

 （給水は、利用者玄関外の水道で補給してください。運搬用キャリーもございます。） 

・ハイキング出発前に、各参加者の水筒残量を確かめてください。容量が減っている時は、

利用者玄関外の水道で補給してから出発してください。 

 「水筒の中の水を確認しましょう。減っている人は水道の水から補給しましょう。」 

・ハイキングルートに日陰が少ないため、水分補給についてしっかり指導してください。 

 「出発前に必ず２口、水筒の中の水を飲み込みましょう。」 

・体温が高温になった兆候がある場合は、体温計で熱を測ってください。 

また、直ちに日陰等を探して、体温を下げる措置を行ってください。 

同時に自然の家にもご連絡ください。状況により帰宅や医療機関の受診をお勧めします。 

 

５． 安全指導、ルールやマナーについて 

・出発前に、柔軟体操や靴ひもの確認を行ってください。 

・登山道では走らないようにしましょう。 

・濡れた石に乗らない。飛び乗り、飛び降りない。石を蹴らないようにしましょう。 

・上からの落石に注意しましょう。落石見つけ次第、大声で周りに知らせましょう。 

・すれ違う人に挨拶をしましょう。 

・ペースが遅い人がいたら 2 番目を歩いてもらい、隊列が伸びないようにしましょう。 

・人とすれ違う時は、登る人を優先に通すのがマナーです。待つ人は山側（斜面の上側の

こと）に立ちましょう。 

・素手で植物に触らないようにしましょう。 

・ゴミは持ち帰ってください。また、自生する植物を採取しないようにしましょう。 

・ヘビや鹿、イノシシ等に出会ったら、何もせず、立ち去ってもらうのを待ちましょう。 

 

６． 万が一の時は 

・すぐに自然の家にご連絡ください。自然の家職員が急行します。 

 

 

 

 

 

 □ 確認しました 

 □ 確認しました 

上記内容について、全て確認しました。学校・団体の引率者全員で共有します。 

 

団体名（                         ） 
 

確認者（                         ） 

 

説明職員（         ） 
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